
景観形成基準適合チェックリスト 【その他の行為】

申請者ご自身でご記入いただく欄

チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□にレが入らなければ「適合」となりません）

・屋外における物件の堆積は、景観に与える影響が大
きい上に、比較的管理者が無人の場合が多く、眺望景
観への影響を抑えるとともに、周辺の景観との調和に
配慮することとします。

□眺望景観への影響を抑えるため，周辺の景観との調和に配慮する
　　（具体的な内容：
□その他（

・道路、公園等の公共施設等からの視界に配慮し、で
きる限り目立ちにくい位置及び規模とするとともに、整
然とした集積又は貯蔵とします。

・周辺を遮へいするなど、公共施設等から直接望見で
きないよう工夫することとします。

・遮へいする場合は、植栽又は垣根等の自然素材を使
用し、背景の景観や周辺景観との調和に配慮すること
とします。

□隣接する敷地や背景となる景観との調和に配慮する
□道路など公共の場と接する場所に塀や柵等を設ける場合は，周囲の景観を意識した素材を使用する
　（使用する素材：
□その他（

・道路、公園等の公共施設等からの視界に配慮し、で
きる限り目立ちにくい位置及び規模とするとともに、整
然とした集積又は貯蔵とすることとします。

・周辺を遮へいするなど、公共施設等から直接望見で
きないよう工夫することとします。

・遮へいする場合は、植栽又は垣根等の自然素材を使
用する。

□隣接する敷地や背景となる景観との調和に配慮する
□道路など公共の場と接する場所に塀や柵等を設ける場合は，周囲の景観を意識した素材を使用する
　（使用する素材：
□その他（

・背景の景観や周辺景観との調和に配慮することとし
ます。

□伐採後は周辺の植生に配慮して植栽する
　（植栽する樹種等：
　（伐採前に植生していた樹種等：
□その他（

・勾配屋根に設置する場合は、太陽光発電設備の最
上部が当該建築物の棟を超えないものとし、屋根と一
体化させるよう配慮することとします。

□太陽光発電設備の最上部が当該建築物の棟を超えていない
□当該建築物の棟を超える場合に屋根と一体化させる
　　（具体的な内容：

・陸屋根に設置する場合は、太陽光発電設備の最上
部を可能な限り低くし、建築物と一体化させるよう配慮
するとともに、それが困難な場合は、ルーバー等により
遮へいするなど、容易に見えないよう工夫することとし
ます。

□太陽光発電設備の最上部を低くし，当該建築物の屋根と一体化させている
□当該建築物の屋根と一体化させることが困難な場合は遮へいし，容易に見えないよう工夫する
　　（具体的な内容：

・太陽光発電設備の最上部は、可能な限り低くし、周囲
の景観から突出しないよう工夫することとします。

□道路など公共の場から直接見えないように遮へいする
　（具体的な内容：
□分散した配置や植栽を用いて，存在感を軽減するよう工夫する
　（使用する素材：
□その他（

・尾根線上、斜面地、高台又は棚田周辺での設置はで
きる限り避けることとします。

□尾根線上、斜面地、高台又は棚田周辺での設置ではない
□尾根線上、斜面地、高台又は棚田周辺での設置する場合は，稜線等を乱さないよう高さを工夫する
　　（具体的な内容：

・周辺の景観へ影響のあるものは、敷地境界から可能
な限り後退し、植栽で目隠しするなど、容易に見えない
よう工夫することとします。

□敷地境界から後退し，目隠し等により容易に見えないよう工夫する
　　（具体的な内容：
□その他（
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□道路など公共の場から見えない位置・高さで堆積させる
□見える場合は周辺に（　植栽　，　塀の設置（高さ：　　　　ｍ）　，　高さや向きを揃えて整然と集積・貯蔵　） を行う
□その他（

木竹の伐採

□伐採位置は道路など公共の場から見えないようにする
□見える場合は周辺に（　植栽　，　塀の設置（高さ：　　　　ｍ）　，　高さや向きを揃えて整然と集積・貯蔵　） を行う
□その他（
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